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1．事業の概要 

 

1-1.事業者の名称及び住所 

名 称：国土交通省近畿地方整備局 

住 所：大阪府大阪市中央区大手前1-5-44 

 

1-2.対象事業の名称、種類及び規模 

名 称：国道421号 石榑峠道路 

種 類：一般国道改築の事業 

規 模：延長4.5km（トンネル区間 4.1km） 

 

1-3.対象事業実施区域 

事業区間：自）三重県いなべ市大安町石榑南 

至）滋賀県東近江市黄和田町 

 

1-4.対象事業に係る工事の進捗状況 

三重県側では平成 18 年 3 月から道路工事を着工、10 月からは発破を伴うトンネ

ル掘削が開始された。滋賀県側では、平成19年 4月から道路工事を着工、10月から

は発破を伴うトンネル掘削を開始された。平成21年 1月にトンネルが貫通した。 

平成 21年度は、トンネル坑内舗装工、排水構造物工等が実施された。 

本調査は、工事中の事後調査に位置づけられる。 

 

1-5.調査委託機関 

名 称：国際航業株式会社 滋賀営業所 

住 所：滋賀県大津市中央3丁目 4-31 柴田ビル 

代表者：滋賀営業所長 川上武宏 
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(2) 各種の確認状況 

ノスリ 

現地調査では、平成 21 年 5 月に飛翔が 2 例確認された。現地調査では繁殖

を示唆する行動は確認されなかった。過年度調査でも繁殖は確認されていない

ため、調査範囲では繁殖していないと考えられる。 
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(2) 各種の確認状況 

①クマタカ 

現地調査では、平成 20 年 12 月、平成 21 年 2 月、3 月、12 月に合計 12 例の

飛翔が確認された。そのうち平成 21 年 12 月の 2 例はディスプレイ飛翔であっ

たが、以降の調査で繁殖を示唆する行動が確認されなかったこと、過年度調査

でも繁殖は確認されていないため、調査範囲では繁殖していないと考えられる。 

 

②ハイタカ 

現地調査では、平成 21 年 12 月及び平成 22 年 2 月に合計 2 例の飛翔が確認

された。現地調査では繁殖を示唆する行動は確認されなかった。なお、以降の

調査で繁殖を示唆する行動が確認されなかったこと、過年度調査でも繁殖は確

認されていないため、調査範囲では繁殖していないと考えられる。 

 

③ノスリ 

現地調査では、平成 21 年 5 月に 7 例の飛翔が確認された。現地調査では繁

殖を示唆する行動は確認されなかった。なお、以降の調査で繁殖を示唆する行

動が確認されなかったこと、過年度調査でも繁殖は確認されていないため、調

査範囲では繁殖していないと考えられる。 
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2-8.事業による影響の予測及び保全措置の検討 

現地調査の結果、三重県、滋賀県ともに調査範囲（改変区域及びその周辺）に

おける重要な猛禽類の利用頻度は低く、繁殖は確認されていない。 

クマタカについては、三重県・滋賀県ともに営巣地周辺における関連調査にお

いて、営巣地を中心とした行動範囲に変化は認められず、工事前と同様に繁殖活

動している。このことから、工事中のクマタカの繁殖ペアの生息状況は工事着手

前と比較して大きな変化はないものと考えられる。 

その他の猛禽類についても、改変区域を対象とした繁殖行動は確認されていな

い。このため、現地調査（改変区域及びその周辺）で確認されたハイタカ（滋賀

県）、ノスリ（三重県・滋賀県）について、事業による影響はほとんどないと考

えられる。 

来年度も橋梁上下部工、岩掘削工、構造物取壊し工、舗装工等トンネル周辺工

事を継続するため引き続き猛禽類のモニタリング調査を実施する計画である。 

 

 


